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豊橋市立幸小学校父母と教師の会会則  

 

 

（第１章 名称及び事務局） 

第１条 本会は豊橋市立幸小学校父母と教師の会と称し（以下「幸小ＰＴＡ」とい

う。）事務局を豊橋市立幸小学校内におく。 

 

（第２章 目的及び活動）  

第２条 本会は父母と教師が協力し相互の教養を高め、児童の福祉の増進と心身の健

全な育成をはかることを目的とする。 

 

第３条 本会は前条の目的を達成するために次の活動を行う。 

（１）家庭と学校との緊密な連絡によって児童の生活補導及び健全育成に努める。 

（２）学校教育の理解と協力に努め、教育的環境をよくする。 

（３）地域社会とも協力して児童の校内外における望ましい環境づくりと生活の向上

を図る。 

（４）会員の教養を高め教育的理解を深める。 

（５）その他、本会の目的達成に必要な活動。 

 

（第３章 方針） 

第４条 本会は特定の政党や宗教にかたよることなく、また営利的企業を支持するよ

うな行為は行わない。 

 

第５条 本会は学校行政及び人事その他の管理には干渉しない。 

 

第６条 本会は自主独立の任意の教育団体であり、他のいかなる団体より支配統制干

渉を受けてはならない。また、児童の福祉のために活動する他の社会的団体と協力

することができる。 

 

（第４章 会員） 

第７条 本会の会員となることができる者は次のとおりとする。 

（１）幸小学校在籍児童の父母またはこれに代わる者 

（２）幸小学校の教職員 

（３）理事会の承認を得て本会に顧問をおくことができる。ただし会員及び歴代役員

に限る。 

   

（第５章 会計） 

第８条 本会の経費は会費、事業収入、寄付金及びその他の収入によって支弁する。

なお会費は別に定める規定による。なおかつ会員または外部の者に対し、寄付行為

を求める場合は総会の承認を得なければならない。 
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第９条 本会の資産は第２章の目的達成のため以外には支出又は使用してはならな

い。 

 

第１０条 この会の決算は会計監査を経て、年度始めの総会に報告しなければならな

い。 

 

第１１条 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

 

（第６章 役員等） 

第１２条 本会に次の役員をおく。 

（１）会長 １名 

（２）副会長 ６名程度（教頭含む。） 

ア 母親代表として女性部長を置く。会長が女性の場合は、会長が女性部長を兼

務し、父親代表は男性副会長とする。 

イ 各行事の調整の代表として実行部長を置く。 

ウ 幸小ＰＴＡ活動改善の調整の代表として、改善部長を置く。 

エ 必要に応じて副女性部長を置くことができる。副女性部長は、行事において

委員との円滑な調整を図るため、副実行部長を兼ねることができる。 

（３）書記 ６名程度（教務主任含む。） 

   実行部員２名及び改善部員２名を置く。 

（４）会計 ６名程度（校務主任を含む。） 

   実行部員２名及び改善部員２名を置く。 

（５）顧問 ２名程度（校長及び役員経験者） 

 

 

第１３条 本会に執行機関として理事会をおき、その役員構成は原則として会長・副

会長・書記・会計・顧問とする。 

 

 

第１４条 役員選任は役員選考委員会の推薦に基づき総会で承認を得るものとする。 

 

 

第１５条 役員は引き続いて他の役員に選出されることができるが、役員の任期は原

則として２年とする。顧問および教師会員はその限りではない。 

 

 

第１６条 役員に欠員が生じたとき、もしくは何らかの事由により第１２条に記載の

役員を置けない場合、理事会の協議により補充することができ、なお、補充した場

合は委員に報告するものとする。 
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（第７章 役員の任務） 

第１７条 役員の任務は次のとおりとし、会を円滑に運営しなければならない。

ただし、各役員の事情等により任務を実施することが困難な場合、役員で協議した

うえで任務を兼務し、共助することができる。 

（１）会長 

会を代表し、一切の会務を総理する。 

（２）副会長 

ア 会長を補佐し、会長不在又は事故あるときは会長が指名した副会長が会長の

職務を全て代行することができる。 

イ 女性部長は、各委員会との調整を統括する。 

ウ 実行部長は、各行事の調整及び実行を統括する。 

エ 改善部長は、役員、委員及び会員からの意見を基に、幸小ＰＴＡ改善のため

の調整及び実行を統括する。会員の意見を反映させるため、幸小ＰＴＡ活動に

ついてのアンケートを実施することができる。 

オ 副女性部長は、女性部長を補佐し、副実行部長は実行部長を補佐する。 

（３）書記 

ア 会の活動に関する重要事項の記録、書類の保管、その他庶務及び各委員会と

の調整を行う。 

イ  実行部員は実行部長を補佐し、改善部員は改善部長を補佐する。  

（４）会計 

ア 予算に基づき会計事務処理と、この会の財産管理にあたる。 

  イ  実行部員は実行部長を補佐し、改善部員は改善部長を補佐する。  

 

（第８章 監査） 

第１８条 監査委員は経理を監修することを目的とする。 

（１）監査委員は２名以上３名以内をおく。 

（２）理事とは兼務することはできない。 

 

第１９条 監査委員は前条達成のために必要に応じ事業会計の監査を行うものとす

る。 

 

（第９章 会議） 

第２０条 本会の会議は総会、全体委員会、理事会とし、会長が招集する。 

（１）  総会は本会の最高の議決機関であり、年１回以上開催する。 

（２）全体委員会は、役員、全専門委員をもって構成され、総会に次ぐ議決機関であ

る。なお、必要に応じて開くことができる。 

 

第２１条 総会は本会の予算、事業計画、決算事業報告を議決する。 

 

第２２条 総会は会長の招集により毎年度始めに開催し、臨時総会は必要に応じて開

くことができる。 

 

第２３条 総会の定足数は会員の５分の１とする。ただし、委任状により出席に変え

ることができる。 

 

第２４条 総会の決議は出席者の過半数の同意を必要とする。なお、議決権を行使す       

る方法については、参集形式他、書面、電磁的方法等、事前に役員会が定め会員に 

周知する。 
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第２５条 顧問は、全ての会議に出席し協議に参画することができる。 

 

第２６条 理事会の任務は次のとおりとする。 

（１）各専門委員会において立案された事業計画を検討審議する。 

（２）総会に提出する計画予算各報告書を作成する。 

（３）各会議は全て議事録を作成し会長の承認を得て少なくとも５年間の保存を要す

る。 

（４）その他会員より委任された事務を処理する。 

 

（第１０章 委員会等） 

第２７条 この会は第２章の目的達成に必要な事項を調査し、実施するために次の委

員会を置く。 

（１）運営委員会、交通委員会 

（２）その他必要に応じ特別委員会を設置することができる。 

 

 

（第１１章 役員選考委員会） 

第２８条 役員選考委員会は、役員及び各委員会から選出された委員を置く。 

２ 役員選考委員会での役割は次のとおりとする。 

（１）役員 

役員選考事務を執行する。 

（２）委員会から選出された委員（以下「立会人」という。） 

ア 役員選考委員会において、透明性を確保するため、選考事務に参与すると

ともに、執行が公正に行われるよう立会うこと。 

イ 役員選考委員会において、広く意見を反映し公平性を確保するために、意

見を述べること。 

３ 立会人は、委員会により適宜選出され、委員の変更がある場合については、理事

会の承認を得るものとする。なお、委員に病気その他やむを得ない事故等の場合

は、当該立会人の所属する委員が代理を務めることができる。 

 

第２９条 役員選考委員会は、次期候補者を毎年２月中旬までに選考し、理事会の承

認を経て総会にはかることができる。 

 

 

（第１２章 その他） 

第３０条 この会則は総会で出席者の過半数の同意を得て改正することができる。 

 

 

第３１条 この会則に定めるもののほか、会の運営上必要な細則は理事会の議決を得

て別に定めるものとする。なお、新たな制度改廃のときは次期総会に報告しなけれ

ばならない。 

 

 

 

附則 

この会則は、昭和５２年４月２８日から施行する。 

附則 

 この会則は、昭和５６年２月２６日から施行する。 
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附則 

  この会則は、平成１０年２月１９日から施行する。 

附則 

 この会則は、平成１３年２月１６日から施行する。 

附則 

この会則は、平成１５年２月１８日から施行する。 

附則 

この会則は、平成１７年２月１８日から施行する。 

附則 

この会則は、平成２４年２月２３日から施行する。 

附則 

この会則は、平成２６年４月２６日から施行する。 

附則 

この会則は、平成２８年４月２３日から施行する。 

附則 

この会則は、平成３０年４月２１日から施行する。 

附則 

この会則は、令和２年２月２０日から施行する。 

附則 

この会則は、令和３年４月１７日から施行する。 

附則 

この会則は、令和４年４月２８日から施行する。 
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運 営 規 程  

（第１章 総則） 

第１条 豊橋市立幸小学校父母と教師の会の運営については本規程の定めるところに

よる。 

 

（第２章 会合）       

第２条 各委員会会合の開催は原則として次のとおりとする。 

（１）  理事会は、毎月１回程度 

（２）  各専門委員会及び全体委員会は、随時 

 

第３条 会員は総会に出席するとともに、各活動に積極的に参加するものとする。 

 

第４条 会員は全ての会合において時間の厳守に努める。 

 

（第３章 委員会等）  

第５条 会則第３条の目的達成のため、次の専門委員会を設け、活動内容は次のとお

りとする。 

（１）運営委員会 

   望ましい親子のあり方について研さんする場の設定 

   文化教養を高める研修会開催等の効果的な活動 

学校教育活動への支援・参加  

（２）交通委員会 

   児童の校外における望ましい環境作り 

   地区のパイプ役としての活動 

   学校教育活動への支援・参加 

 

第６条 各専門委員会の委員は、全体委員会にて決定することとする。 

 

第７条 役員の中には、教師会員を２名以上おくものとする。 

 

第８条 各専門委員会の委員は、全体委員会にて決定することとする。 

 

第９条 役員の中には、教師会員を２名以上おくものとする。 

 

第１０条 各専門委員会には、担当教師会員を２名以上おくものとする。 

 

第１１条 各専門委員会により決議された事項については、理事会の承認を経て実施

する。 

 

第１２条 本規程の改廃は理事会においてこれを行うものとする。 

 

 

附則       

この規程は、昭和５６年２月２６日から施行する。 

  附則 

この規程は、平成６年３月５日から施行する。 

    附則 
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この規程は、平成１７年２月３日から施行する。 

   附則 

この規程は、平成２４年２月２３日から施行する。 

  附則 

この規程は、平成２６年４月２６日から施行する。 

  附則 

この規程は、平成２７年４月２５日から施行する。 

  附則 

この規程は、平成２８年４月２３日から施行する。  

 附則 

この会則は、令和２年２月２０日から施行する。 

附則 

この会則は、令和３年４月１７日から施行する。 

附則 

この会則は、令和４年４月２８日から施行する。 

附則 

 この会則は、令和５年４月２８日から施行する。 
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会員資格規程  

（総則） 

第１条 豊橋市立幸小学校父母と教師の会の会員資格は、本規程の定めるところによ

る。 

 

（入会） 

第２条 会則第７条第１項、第２項により幸小学校在籍児童の父母（または、これに

代わる者）と幸小学校教職員は同意の上会員となるものとする。顧問は、全ての会

合に出席し意見を述べることができる。 

 

（会費） 

第３条 会則第８条に基づき会員は会費を毎年その年度の理事会で定めた日時に納入

する。ただし、会費を２期に分納することができる。                      

月額３００円×１２ケ月＝３，６００円  

諸事情により免除されることもある。  

 

第４条 必要に応じ総会の承認を経て臨時会費の徴収または会費の変更をすることが

できる。 

          

（退会及び中途入会） 

第５条 会員を自動的に喪失した場合はその翌月より計算し月数会費を返金する。中

途入会者についてはその月の１５日以前の場合は納金しなければならない。 

 

第６条 会則第７条の条件を喪失した時は自然退会となる。 

 

（名誉会員） 

第７条 過去において本会の発展と向上に多大の寄与と貢献をした人達を対象とし理

事会の承認を得て名誉会員となることができる。 

 

第８条 本規程の改廃は理事会においてこれを行うものとする。 

 

附則 

この規程は昭和５６年２月２６日から施行する。 

  附則 

この規程は、平成１７年２月３日から施行する。 

   附則  

この規程は、平成１８年４月２６日から施行する。 

   附則  

この規程は、平成２２年４月２６日から施行する。 

   附則 

この規程は、平成２６年４月２６日から施行する。 

   附則 

この規程は、平成２８年４月２３日から施行する。 

   附則 

この会則は、令和２年２月２０日から施行する。 

附則 

この会則は、令和３年４月１７日から施行する。 

附則 
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この会則は、令和４年４月２８日から施行する。 
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庶  務  規  程  

 

（第１章 総 則）   

第１条 豊橋市立幸小学校父母と教師の会の会員の庶務は本規程の定めるところによ

る。 

 

（第２章  事務局）      

第２条 事務局は事業年度内に次の分項に従い文書を保存しなければならない｡                                     

（１）  幸小ＰＴＡ内部外部に関する書類及び幸小ＰＴＡ機関誌  

（２）  会計諸帳簿 

（３）  その他前項に属さない文書類 

 

第３条 事務局は備品台帳を整備し、貸出・回収・廃棄等の記録を行い、廃棄につい

ては理事会の決裁を受けなければならない。 

 

第４条 外部より受信した書類は会長が閲覧し処理するものとする。 

 

第５条 総会及び理事会の議事録は毎回確実に作成し、総会資料と共に５年保存する

ものとし、各専門委員会の議事録は毎回確実に作成し、５年保存するものとする｡ 

 

（第３章 会計・経理）     

第６条 会計に用いる帳票は、帳簿、総勘定元帳、会費徴収録及び振替伝票とする。 

 

第７条 出納はつとめて金融機関の普通及び当座預金口座によって処理し、口座名義

は会長とし、会長印を使用する。 

 

第８条 会計帳票は５年保存するものとする。 

 

第９条 本規程の改廃は理事会においてこれを行うものとする。 

 

附則   

この規程は、昭和５６年２月２６日より施行する。 

附則  

この規程は、平成１７年２月３日より施行する。 

附則 

この規程は、平成２８年４月２３日より施行する。 

附則 

この会則は、令和２年２月２０日から施行する。 
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役 員 選 任 規 程  

 

 

第１条 豊橋市立幸小学校父母と教師の会会則（以下「会則」という。）第１４条に

よる次年度役員の選任方法はこの役員選任規程による。 

 

第２条 会則第１２条に基づく役員並びに会則第１８条による監査委員は選考委員会

の推薦に基づき総会の承認を得て選任されるものとする。 

 

第３条 会則第１１章役員選考会の役員及び立会人の構成定員数は以下のとおりとす

る。なお、選出にあたっては学校側と連絡をとるものとする。 

（１）役員にあっては、全役員の１６名とする。 

ただし、理事会の承認を得た場合はこの限りではない。 

（２）立会人にあっては、８名以上とする。 

 

第４条 選考委員会の役員及び立会人の定足数は３分の２以上とする。選考委員会は

出席者の過半数により役員並びに監査委員を選考し、理事会に報告し総会にかけな

ければならない。 

                                              

第５条 役員選任に関し、この規定に定めない事項については理事会がこれを決定す

る。 

 

第６条 本規程の改廃は理事会においてこれを行うものとする。 

 

附則       

この規程は、昭和５４年１１月２７日から施行する。 

附則 

  この規程は、昭和５６年２月２６日から施行する。 

附則 

  この規程は、平成１１年２月９日から施行する。 

附則 

  この規程は、平成１７年２月３日から施行する。 

附則 

この規程は、平成２６年４月２６日から施行する。 

附則 

 この規程は、平成２８年４月２３日から施行する。 

附則 

この会則は、令和２年２月２０日から施行する。 

附則 

この会則は、令和３年４月１７日から施行する。 

  



12 

 

個人情報取扱規程  

 

 

（目的）  

第１条 この規程は、豊橋市立幸小学校父母と教師の会（以下「本会」という。）が取

得し保有する個人情報の適正な取扱いを定めることにより、事業の円滑な運営を図

るとともに、個人情報に関する会員の権利及び利益を保護することを目的とする。  

 

 （指針）  

第２条 本会は、個人情報保護に関する法令等を遵守し、個人情報保護法に則り運用

管理を行う。活動においても、個人情報の保護に努め、要配慮個人情報は取扱わな

いものとする。  

 

 （周知）  

第３条 個人情報の取扱方法は、総会資料又は通知などにより会員へ周知する。  

 

 （利用目的）  

第４条 本会では、個人情報を次の目的のために利用する。  

（１）会費請求、管理のための連絡  

（２）文書等の送付  

（３）本会役員及び委員の選出と名簿等の作成  

（４）その他、会の運営に必要と理事会で承認を得た場合  

 

 （個人情報の取得）  

第５条 本会が取扱う個人情報及び利用の同意については、ＰＴＡ会長が書面で会員

に周知し、同意された次の事項とする。  

（１）  児童氏名、保護者氏名、住所、電話番号  

（２）ＰＴＡ記録カード、役員及び委員選出など、その他本会で必要とするもので同

意を得た事項  

 

 （同意の取り消し）  

第６条 会員は、取得に同意した場合であっても、その後の事情により個別の項目又

は全ての事項について、同意を取り消すことができる。  

２  不同意の申出があった場合、直ちに該当する個人情報を廃棄又は削除し

なければならない。ただし、名簿などとして既に配布しているものについ

ては削除の連絡をする。  

 

  附則  

この会則は、令和２年２月２０日から施行する。 
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表彰並びに慶弔規程  

 

第１条 会員の表彰ならびに慶弔、その他諸見舞金給付に関する事項は本規程に定め

るとおりとする。  

 

第２条  本会の目的達成のために長年率先協力し、また多数会員感謝の的となる会      

員または校区民に対しては理事会にはかり、感謝状および記念品を贈って謝意をあ

らわす。  

 

第３条 本会は次の場合慶弔金を贈る。  

（１）会員の死亡        １０，０００円及び供花１基           

（２）児童の死亡        １０，０００円及び供花１基         

（３）児童の病気入院２週間以上  ５，０００円  

（４）学校職員  

ア 配偶者死亡                １０，０００円  

イ 子ども死亡              ５，０００円  

（５）その他必要に応じて支出する場合、理事会にて決定  

（６）児童の親又は児童の死亡の場合、慶弔金とは別にその学級の児童一人あたり１

００円程度の香料を出すことができる。  

（７）規程以外で必要のある場合は、理事会の承認を得るものとする。ただ

し、緊急の場合は事後承諾とする。  

第４条  本会の理事及び学校教職員が死亡した場合は役員の協議により弔意をあら      

わす。  

 

第５条  その他災害等の見舞金は状況により、理事会の審議を経て必要と認めたと      

きには適宜給付するものとする。  

 

第６条 本会の慶弔については一切返礼を受けないものとする。  

 

第７条 本規程の経費はＰＴＡ一般会計より支出する。  

 

第８条 本規程の改廃は理事会においてこれを行うものとする。  

 

 

附則  

この規程は、昭和５２年５月２３日から施行する。  

附則  

この規程は、昭和５６年２月２６日から施行する。  

  附則  

 この規程は、平成６年９月８日から施行する。  

   附則  

この規程は、平成１１年３月６日から施行する。  

  附則  

この規程は、平成１２年４月１２日から施行する。  

  附則  

この規程は、平成１５年１月９日から施行する。  

 附則  

この規程は、平成２６年４月２６日から施行する。  
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  附則  

この規程は、平成２８年４月２３日から施行する。  

  附則  

この会則は、令和２年２月２０日から施行する。 

附則  

この会則は、令和５年４月２８日から施行する。 

 


